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学 位 論 文 題 名

現代日本農民家族における後継者の教育

ー北海道十勝士幌町の実証調査を事例として―

学位論文内容の要旨

  膿業後継・軒の教育過程はキにニつのm｜l而によって厩淵されている。家族｜りで柵成されたことと、馳Ril-:7らしてい

る地i戉fL会のIIfからケえらjした環境によって養成されるのである。家族1りで行なー，てる！I！業一凵1淅過雛で、鵬Rの予

ロtの教育、人｜m戈艮というものは主に銚が竹っている心恕によって鬮！Hされることから始まる。その次は、家族から

型！みf11した教ガの土台で外に礼会に；11会って、也々なimをJ形成し、礼会的文化的発展をもたらしたことなのである。

木論文では、地域tI：会のぷ理民家蕨における！lt繋ー！Itえ叶過雛をIf｜心に、その父鋭と後継杆を対鍛として、展JUJ‖Iにオ）た

る恥輩総償及び教育課題を尖証的に検尋Jした。

  節1轟nでは、貞珪民の家膿！E業ー！に襾過私ガ班rFの个仆礼会変動の影響を受りていることと、そォLによってもたらさ

ォしてきた諦牙所、きぉ問題の他冊づHを｜リIらかにし、゛胎業総書tの褒化に伴って膿業や′ニ｜！淅に対ヨーる彼等の考えヵも変っ

てきたことを検討した。そして、馳Rの像膿′I｜業ー′lt淅過キ琶から、ロ理J郊り「盗Jをとらえると、二lヒ海逝では、｜え統肥

K、煎肇だほ民から、．町輩r3Rへと、礼会川発の進展に従って懸化してきていると述べた。さらに、その參化はflt孤で

！Itじただけではなく、土にその侍定‖野代にあった州：会个体の｜賦換によってもたらさオ丶た！lCであった‥この点にi珊して

£31寸J也域の≠I：会j怖成、後継計の教ガ、及び逝イUヒした胎粟が次第に展開されてきたこととの1珊係等という允f〒mf究を

みてきたヵそうした｜lIで、ぷ3民か家膿′．it業ーflミ襾を｀1’り統りたこと、反而に、総書t肌幎や他々な機械設。衛を賦大せざ

るをi耳ないこともあると検轟Iしてきた。

  鄒2冊IIでは、尖翻：鋼龕を行なった地域であるHJ磐の｜：帆町にぉいて、：I：慨NのJ髓止、小n！恥民で人殖してきた礼I先

のチL会の「姿J、及びニI：慨柑におけるMJUIの肥檠会と〃3業荊t合の歩みを調べた。そして、‘Iえ成3‘｜t9川のlll旬に予。南

謝q龕をi7い、こ1；帆だ＆繋臨同キlt脅の役nを訪ねてから、〃3脇か竹川！している1ニ鸚の砒粥をしたーついで、I司｛ltlJJ6）

‖～1．2f・lのー迎I‖｜で災燕I！訂ロ布を行なった。それは、‘H蝿朋輩荊1合nである父封！35人と後継軒37人を対鍛軒にそ

オしぞれの寡膿を餅ね、謝q布の質｜川紙を通して襾f艫洲代を′r『なった。第3翻1、節1矧Iのところで、そjしにJニってi斗た締

県のl′、J容分fr『を検ネル´た。検討した内容にっいては、こ1；幌における颶業lm発に従！ぼした＃gRの恥業総j賃、家膿！卜淅と

FIi軒の知1識；恥新而の三っに分けて検ネ｜し、また釘！の舟｜鍛軒と後継珊の意見を比｜陂的な眦点で釧べた。

    （1）IリJ治維新～六iI三米にまで：：1；帆の川ni他llお1℃からずっと、iI！父は牧暘の奉公や小作人としてJ也：1ミからWfりた

ニ｜J也を叫りf川いて如IIか水川を竹！っていた。当時のfIt活は質しぃくて、「乎Jと「クワ」で川班翻！業をしなから、川m4

弋）畑を們！っていた。所iW、川0M｜ばの術わ1｜でiル父の考えルは、一ゴlt懸命の慟Hば、ものをJ段れると意識していた。子

佻の教育と心わjbるヵ淡は、11分のmく發を児せて「児弛えさせるJ「平伝オ）せるJといった伝統的な方淡でf了なっ
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ていた。学校そのものか、諦ど火除に！ll業- il:iriをヰ゛るI｜1では嬢かったものであ1た。I {ljLの菲らしにとって1́ I然の

厳しい状汎・や労働に対して人川のカをどれだり人れていたのかと、「忍耐・我懺Jをかりて、！1ミ淅而には「節約」を

叫ルオぉめていたという  ti,%,f的な考えルを持っていた。v:'Iulf IXWaIl織は、まだはっきりJ捗成しなかった。柑t父は父にJUl

待していたのは「_ULLUを火可fにして「生業Jである胃8繋を守り縦けることであった。

    (2）lv371l?qJUJ～｜群羽1145‘｜ミまで：父飢の代の‖‖に：1；慨麟家の！1！樂―！に活の全休か様々な1司雛に当たった。この1｜お点

から地域t業故j悔可〓業に伴って、-l:r帆〃3Kは1！1らで颶X+ll織をnilって背の瑚解と・jEI耐の1＝でNのEa樂及び、I'｜分たち

の！｜ミ弧を政都し始めた。：i:児服業協同荊1侖は、ll′l’｜和16‘iミに設立したニIH幌膿欒会から厩開さjLたものである。不調の天

候によるti咋．Vl{iiの破11fで′ニ1.7~riのf｜〒しさと、ぷ3Rと雑穀商人のl‖rであった｜時金や不公‘Pな取りI W係等の川題を改傭

しようという強い決心jj-:tl1合の；I'1罷点となったヵそれかJヨ、'jヒ riiI竹！業-や救済”n勁を受けハれて、柑の危機状鵬を乗り

越えた。

    ついで、I‘Iホ絲7fi}ijcRJU1に入ってから、J也域1ト会の川発オIF町を始めて、労働丿亅a:1i:、後継打のH！｜題、離〃＆－/―ム

等家蕨の岡雛や、主な＃理巣内容褒化、槻1繊欝入、．｜：J也J．E雛輯餔等という「慨換J川Jでの諜々な対策に、ゼ！臨刪と一般

必民の皆かM輔していて、生檗一ゴt淅故良を尖馳していた。その特徴は、村の指囃軒廟をIlt心に肥業改イf案を論議し

て、拑民の聖I！解と協ッJを求めた1ニで、その雛秦を尖行した。颶民の家膿岡雛に対して、当｜叫、を｜の先頭に立った「太

川寛一Jきル含長、「飯島厨芳JnIrR、と賦1欠軒である「秋鳥勇」斎産振興会会員の「三係人Jのj幵j聾で、新たな綴械

導入とjgに近代膿業の経営・や技術J恥新を行なった。さらに、IW和：m‘I！に殺立した合理化i職粉ニI：場かりJっ掛けで、こI；幌

でできた！tミ産物を知1：I：して′ニ1！廰品でJ皈売するという、般業政1竹！J｛楽と地域剄！襾而の攻J彊をnjおして努/Jしてきた。つ

まり、彼等は「膿村ユ―トピァJの麗｜！心を持っていたのであろ。そのIIIで們々の腮民家族が行なっている膿繋も次第

に襃化した。父と毋Iよ拡大した而献でイ1！物の竹J‖、機械竹PI！、J肥料の殻オ｜．等近代的肥繋カ決をマスタ―するのか弔急

に必嚢であったゎその妝に父鋭1地代は麟民と服協の潔いI川係を続りていた。

    後継軒の颶業教育而については、伝統的なやルヵの他に、殆ど皆Ill‘学校弧に微械を他った們！業を！F伝って糸t験か

あった。農薬は家の職樂であり、I’I分の将来にも1川j・）ると、卿1味や意織を形成するようになった。さらに、J也域の膿

業後継軒を養成するために、町、霊＆協農ぴ一般腮J心で維持していることとして、（1H：幌i暫fIミli‖、及び農協ガ‘Iを藷ll活鋤

と、（2）1：幌麟粟高校を維持している小、（例えば尚t殳娠典会、特BlJ膿檠W攻科開設への努力）、（3）後継軒の海外実

習対策等を検討した。この段階で、父税の體業観及び！lt淅観で後継軒に伝えられるものは、「忍耐と我慢」をするこ

とだけでは、腿業の利謐が亅改られないのである。父鋭かJUI待することは、主に「安定できる」ぷ矗業総讃で、観ll身よ

り近代技術と総議而を身にイ〓川ることなのである。

    （：l）1マ冲｜45‘I〓以降の上慨體巣は、「後継軒のf℃Jに人った。従って、近代化したロa薬開発のオ1襾とガ針は、徐々

にI司際『｜I戯業競争の「抑Jに入ってきたのである。腮民の小業―‘ト淅かその殴附でまた、颶欒！｜i忻の激変に影響を受

け、あらゆる側而で経議4幵盆I．を変化せぎるをえない。仙に、家膿に斯たな矛朋・やI：！l題を！1．：．じたのであるヵその｜1張換か

人きく起きたのは、ニlニ慨農協の迎識とル針が（り！I三産の｜’l｜J－｜：と（Z）資木蕭縦をI二lj幵して、IJl内外服槧絲j貨を拡人して

きている。そのために、・」：｜弼膿協は胴々の麟民家族か係っている‖‖題を政J亀するより、総臠の拡大！｜F業にカを入れた

という。いわゆる「企業的J膿協の褒がfIエてきた。一ガで、後継軒は家蕨の劣働flt他で―．′ニl三癌命に働くという現象は

まだっづく。そのために、総営主であるような立暘となった彼等はもっと知I織i弥斯に努丿Jを迎めなければならない。

mち、生産m火とコス卜1W減をするために、高校や腮業軸MlI！｜f攻科から得て経験で、家膿総書tのオI‘両に利川かできる

ように頑張っている。例えば、微わ盤修FI！、ニ【：珊分折、‖巴刊の殻＃I．等を実験しながら、麟臨や他の絲書t粥災同との交流
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をしている。しかし、肥廠物の Iillit8不友定弋’！｜t廰ゴス卜の増犬で多くの麟民は、服臨からのJUlfキ・やitl,qc0な ji霊IにIl｜

々逃い付かない。また、r tittの弸定化、家膿髄の健康川題、‘・rUIの教ガ問題、等にっいて蠢凧のだ！1家は、群iど悩みや

不安を絖けている。この次点で恥粟総識と "# l（lt淅に対する、後継軒の考えL；t、かなり伝絖的なやルヵとIよ遼って、

「'1:業」を巒む以上に股業紐識を行なっているーっまり、後継軒の代になって、麟繋生産の桝；人、品質のp亅：に対応

して進めないと、｜ヨ分/JVIIっている家膿股業の「安定avt書t」を確保できない。

    lv業農家の家蕨生淅而では、後継軒夫婦か吼労働に鬩オ）っていなから家1f j:}lllを、父と母に于伝ってもらうヵ仆

1fにwしては、「嫁Jか像膿股業総讃にかなりin Xii.cパ―卜ナーとなった。家Iqでfテなった教ガ過私でいうと、後継

者は、子供に麟繋を統けて欲しいか、iBりでは「強制しないJの傾｜mであるーっまり、教育そのものに対して、1！1然

のように們1セを見いだしていく。将来でも｜tIづ｝でTIJ噺カを惜って、腮繋を1゙ 1ニト的に選択して欲しいと贓っているヵ

    (1）以亅ニのように検討して諦而で、Jnカ！の．I；慨ぷ8JせL、機filaの們人化を避めるた児らオbた。'等I：t：、「I！1己rl劬で

、総識柵の小さな集卩lをぃくっか作っている。その意｜昧で、膿臨と舟I｜藩｜′、Iにある恥'｜E尖f，f kllAとの蠡Iiびっきから離れ

たかる傾Imにある。そして、・」：(rRの地域lJH発を立えてきた皆の理解とjg同、協/J、その「質」は、「胎R的膿協Jの

代わりに企業的膿碗」か罷嚇してきた後、此Rと膿協のl‖Iに大きな「！健Jかできるようになった。また、このような

新たな慨換にっいて、「Inllll轟1崢Aの変化」をョE例として換n；ル′た。

    後継軒の教育プロセスは、-L慨膿民のようにJ也域I糾発プロセスの20Ulitiiが形成された。そのーっは家膿の！｜え繋一

/ Iliri過程、及び地域社会にっいている颶業や｜jH発の「兄通し」か形成された。もうーっはそれにっいてある「｜鞭界」

に係っている。今後の教ガ過程であるものは、JLLJrihV~I:Aのf卆｜りだけではなく、外露nとの諦関係で懴々に形成される可

能性か ある 。これ は、 戯民礼 会の 1刪発過 程か もたら され た後継 桁教 育のー つの 「エピ ソー ド」か見れらた。

    木論文のまとめに当たっては、これまで分析して、検討してきた内容を、四つの項nにして嚢約された。それは

    （1）-i；幌戯民のnら龕殳立した膃樂飾同きII台、  （FAltHmS’00一Ol'FRATTVlinc)DY）

    (2)ニ1：幌恥Rの棉噂軒厨か災現した、颶柑ユ―トピァ（＾｜’lI:.ltNATIW: SOCIlrTY）

    （恥ニ｜：帆のlj‖迎81｜落の変化、  （CI‖＾NGmCOIHMIWIITY 01i- KAIUPI）

    (4)亅；幌膿民の代々に伏わる馳業の「質」  ( l:AIIMPnS’hll:ll CI)I,TIJllli）

という内容で木論文をしばったのである‥そして、珊f究打のI:lでこれから「タイ」のロ珪4-fl;:lnil．襾に、様々な刪而で

参考にできると思わォしる。
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学位論文題名

学位論文審査の要旨

現 代EI本腔民家 族における後継 析の教育一―北海避‥勝．H晩町の実瓢訓在を1t例として一一

  本論 文は、北海道 十勝地方・士 幌町の農槧専業地域における艘民家族の生活史（「机父」「父」「後継者」）との

関述において‾後継者の教育‾の世代的榊造をRq題とし、かっ現に農業生産の第一線にある「後継者」嗣の父祖｜とは

異′よる新たナょ資質を、社会的諦関係の変容のrl｜で解II弸しようとした。その構成は、第一部・序論、第二部・士幌Dllの

背景とその開発過程、第三部・実証調査、第四部・考察、である。第一部は先行研究の検討で、l．・I木の「伝統農民」

「兼業 段民」「専業 農民」の生産 一生活過程を歴史的に把握し、っいで此海避の大規模専業農業を柵築してきた艘民

嗣の「 思想、その自 発的な考え」 を、地域社会の発展との関わりで把捉した。‾後継者の教育”あるいは“後継者自

身の「教ガ過程」”は、地域礼会の形成史の｜｜Iで把押すべきだからである。第二部は地域キト会史の検討に当てられた。

  第三部‐実証調布では、ネI：会学『r、J実証調龕に触く後継者の教育過程の′′｝折が、r父」の代と「後継者」の代との対

比においてなされた。土幌mJ立高校の農槧特別専攻科卒槧！l-を対象とした股民嗣の家族レベルのう｝折（家族状態と専

輩農家の斬たな文化）、側人レベルでのそれ（li.産- 11:.7.Cの現状把掘と展望）、IjH迎部落を対象とする部落レベルで

の川題把捉である。こうした分析を通して、以下の新点が解IリJされた。r -に、父の代は、1．t家と部落I勺から受け継

いだ伝統的カ法と、地域般ぬの運営や指碑を介しての近代的カ法によって、犬規模化膿業への4i云換】弸にnちl,Hかい、

家族の旧雛を乗り越えた世代である。第二に、そこから、後継者に対するJW待（‖オ庇を守る、膿業に「If再を持つ）が

´―｜！れ、かっ後継者への要望（技術・・ヤlJ断カの形成、時代に合わせた経営、問｜質lr亅二）がntされた。他カ、幼少時から

の家の・Tf云い、高校段階での自主的選択、高卒後の地域濔動による知識・経験の薪耽、高校や地域襾勁を通しての配

偶者獲 得、という「 教育過程」を 辿ってきた後継者は、第一に、さらなる経営技術ギ新を志Iqする「們人経営ヤ」的

ゼ1！栴を持つ。彼らは、父の代とは違って、農脇に対する信頼にr壁」が生じているlllで、機械利川の個別化や們人経

営者輔1互の小集団形成を通して、自営者として経常できる「人」たらんとし、個人の経営カを1向上させる「網t織」を

求めて いる。第二に 、家族生淅問題の改馨（健康への配慮、生濔の楽しみ）、予商てにおける柔軟さ（了どもの能丿J

や興味に薙づく自発『r．Jな農業継承）、という「新たナょ生襾観」を生みだしている。

  第川 部・考察では 以上の締結果が、内発的発展の槻点から総捕された。の亅：幌地域礼会は「膿民nらで榊成してき

た≠1：会」であり、「農民の自発『r・J素It織」としての農業ぬ同キn合が、地域産業開発と地域肯イF教育の鍵を掘るキ．ll織とし

て，｜Eキmこ抑！えられる。現在の「介槧的腔協」の1｜一新が爪愛となる。＠腔民嗣の1‘1らの「≠1．会」形成にとっては、農民

的腔臨のりーダ―が有した資質（広い社会的規野、先見悩ミ丶犠牲的輔争1りのみならず、農民1′1身の「I’ニl発的思尅！」、

  「次【吐代ヘ伝えるr質J」の発展がm槻さ札る。それが地域のfIt襾文化・学校教育の確ヤと係わる。＠避れ移竹せず、

艘臨の援助のFに近代化された町立高校は、農薬特別専攻科をも設円して地域キ1：会に霞献した。その卒業生は、学校

n5代、ホ―ム・プロジェクト方式による“卒業論文”の們！J戊によって、『1家農業への兄nXしと展望を得たし、卒薬後

も教師・友人簗R｜との迎挑・協カを行い、自家農業ならびに甫‘r・団・農協甫‘r・部などの諦襾励を展開し御た。そこに、

  「制t父」．「父」の代との述いがある。
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  本論文の根底には、タイ園の地域開発主体の自発的形成という課題意識が存しているが、ソンペット氏は安易な比

較論に陥ることなく、十勝戯民の実相を珥実に剛して把捉した。その結巣、第ーに、地域農繋の史的展開と陝1わった、

農業後継者の教育のーっの形、家族・農業高校・農ぬのー休的教育システムと、そこでの個々人の「教育過程」を解

明し得た。第二に、かかる教育システムの巾における学校教育の独自の役剖を、現時点から意味づけ直すことによっ

て、教育社会学と教育方法学とを媒介するカリキュラム論の親点を切り開いた。第三に、地域社会の枠を超えた“開

かれた社会”に生きる「孫」の代に対する後継者教育は、既存システムの単なる延長線上にあるのではなく、新たな

システ ムの 椨築が 課題 である こと 、カルキュラムを含む学校教育過程の内実転換を必要とすることを明示した。

  こうした貢献によって、審査員一同は、本論文捉tn者チャイソンクぅム・ソンペットは、博士（教育学）の学位

を受ける資格があるものと認定した。
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